
































そこで本稿では、 『古都』が現代小説の姿を借り がら その文章構築ならびに文飾の基盤は古典的手法を用いて
いる点に注目し、作品の真価、本質 探りたい。　


















































川端は京都への感慨を「平安王朝 藤原時代（七九四年― 一一九二年）の文学、芸術、 『古今集』 、 『源氏物語』 、 『枕




































































じさせるもので、 にとっ 非常に相性の良いものであ 。美味な は清澄な水によってできあがる。そして水は木を生じさせる。木に嘉（よ）いものは水 から、森（木）嘉でなければならない。また千重子は嵯峨にいる太吉郎 訪ね、森嘉の豆腐を食べさせる。嵯峨も森嘉の豆腐がある場所も京都の西方 ある。西はまさに 金にあたる。 ［金気］の嵯峨・豆腐から〈金生水〉の循環を連想させ、森嘉という店名から〈水生木〉を思わせるという見事な言葉の綾になっている。　
ことばの連関性でいうなら、この森嘉の豆腐を千重子が湯豆腐にするときに使う道具、 「樽源」の湯豆腐桶にも繋





気も直火も使わない、京都ならではの湯豆腐桶である。今も昔気質に職人の技をみせる「樽源」の伝統工芸品なので、美の蒐集家川端が狙いをつけるの もっとものことといえる。しかしその観点で ると、銅製や錫製の鍋でもよかったわけで、京都は金属工芸 も秀でた街である。　
だがここでは、木製桶に水を浸し豆腐を入れなければならなかった。先ほどから述べる［金気］という点でいう










鯉（こい）の意味するところ、 「恋（こい） 」の掛詞になっているのはもとより、鯉が滝 登ると竜に成るという登
竜門も意図されている。竜助が千重子の店に助言するのもこの場面が始まりである。芽生えはそれだけでなく、千重子はその夜、竜村の鯉の夢を見る。千重子は鯉の群れに驚き、 「なんともいえない愛情」を感じる。隣の竜助は重子以上に驚き 覚えており、まさしく恋の芽吹きであることを意図している。そう考えると、 「松のみどり」という章名も含め、これから成長しようとする息吹を意図してのことだと頷ける。　
重ねて考察するなら、千重子と竜助の恋について 川端は直接的表現を避けている。 「鯉 夢」 いう幸運の予兆
を通して、双方が互いの感情に気づく形を取ってい 王朝的手法がここに発揮されている。　
ところで老舗「竜村」は、これより先に「きものの町」の章でも登場している。現代においても世界に名を馳せる
龍村織物である。初代平蔵は文化人としても慕われ、従来にない独創 な意匠を創作しつつ、正倉院裂をはじめする古代裂に学び、復元、織物を芸術の域に高めた人物であ 。古美術に詳しい川端が認める織物であ 作中では、同業の大友秀男に「しょがおへん。竜村さんなんかと ちがいまっさかい。 」と言わせている。この章で唯一、「竜村」の名が出てくる場面である。竜村とちがう、ということ即ち、千重子に秀男はそぐわないことが暗示されている。　
関連していうなら、その秀男ですら、 「松のみどり」の章では新たな展開を迎える。千重子ではなく、苗子を誘





　「北山杉」の章では、 「瓢正」が登場する。　親友の真砂子によって苗子が見い出された中川からの帰り、千重子の食卓には 「瓢正」 の笹巻ずしが登場する。西
木屋町に店を構える料理屋で、主人は瓢亭で修業し、独立の際に 「瓢」 の一字を暖簾分けされた実在の店である。この瓢（国字でふくべ、ひさご）は、酒を入れる容器である。京都には名だたる料亭が数あるなかで、なぜ「瓢正」でなければならなかったのかを考えると やはりその名が重要性を佩びる。　「瓢」は［水気］に当てはまり、 「正」は、千重子がこの場面でしきりに言う「杉がみな、真直ぐに、きれいに立って、人間の心もあんな風やったら、ええなと思う」 （傍線筆者）に添うかたちになっている。　明らかに老舗名は、物語の投影のような形で添っている。 「瓢正」の名物笹巻ずしもまた、川端の指向に適ったと














まる場面に使われる。東山の麓にあって、吉水と う清 の湧き出る地である。左阿彌はその水を用いた茶事を起源とす 茶懐石料理の店である。吉水の井には弁天社が祀られてい 。平安時代の有名な刀鍛冶三条小鍛冶宗近は、この吉水を鍛刀の水に使っていたと伝わ 祠 下の鉄砧（かなどこ 石がそれを物語っている。こ にも〈金生水〉の法則がみて取れる。　
以上指摘したように、 「森嘉」 「樽源」 「瓢正」 「竜村」 「大市」 「左阿彌」 と、どの老舗も現代に通用す 名店という































































































（森嘉） 、 【東】―（竜村・左阿彌） 、 【北】―（大市）となる。水を中心として水を生むもの、水から生じるものを小説化した意図、乃至潜在的配慮が窺われる。　
章立てには敢えて避けてある「夏」という言葉であるが、物語上において夏の季節は、劇的な展開を迎えるシー

























傍線のとおり、火に関することばが列挙される。さらに一話分の間に 「どんどん焼き」 「おんどるまがいの炉」 「炭































































































林の方がええな。 」と、日本古来の美に回帰してゆく。では、太吉郎は川端の代弁者なのかといえば、そう短絡的なものではない。川端は、この昔気質の太吉郎をもってしても、パウル・クレイの影響を受けさせ、今風の帯の図案を描かす。戦後の世相、風俗に揺らがせておいて、大友秀男に「あったかい心の調和がない。 」と 容赦なく一刀両断させている　




まさに『古都』がその類の小説に っている。即物的な現実なるものの深淵の内 、調和・不調和 均衡をもたせながら、そこから形成 れる真の姿―日本のふるさと―を綴ったのである。　
川端はノーベル賞の受賞講演に、インドの詩聖ラビインドラナアト ・ タゴオルの「日本 一つ 完全な形式 持っ
た文化を生んで来たのであり、その美 中 真理を、真理のな 美を見抜く視覚を発達させて来た」
（
20）という言































































場する藤の花に平安文化の象徴を感じると述べており、 「唐の文化の吸収がよく日本風に消化されて、およそ千年前に、華麗な平安文化を生み、日本の美を確立しましたのは「あやしき藤の花」が咲いたのに似た、異様な奇蹟とも思われます。歌では初めての勅撰和歌集 『古今集』小説では『伊勢物語』 、紫式部の『源氏物語』 清少納言の『枕草子』など、日本の古典文学の至上の名作が現われまして、日本の美 伝統をつくり、八百年ほどの後代の文学 影響をおよぼすというよりも、支配した でありました。 」 （ 「美しい日本の私」 ）とあるように、京都並び 王朝文学に日本のふるさとを観ていたことは明らかである。
（
9） 陰陽五行説は、 「古代中国で発達した哲理。陰陽は剛柔とも い陰陽二気の運行 五行は万物を生成する水火木金土の五材。前漢代に両者が結合し、十干十二支などにも配され 相生（木火土金水） ・相剋（木土水火金） ・刑徳など複雑な理論を発達させ、儒教・易・医・音律など中国諸学の基礎理論となった。亀卜・式占・暦注など諸種 占い 基礎ともなったが、自然観・倫理観の面から律令 家 理念にも影響をあたえた」 （日本史辞典
　
角川書店）とあるように、六世紀頃
に中国から伝わり 日本では「陰陽道」として独自の発展を遂げる。平安時代に 特に重要視され、王朝人の生活に大きく影響を及ぼした。平安京遷都にあたっても、 『平家物語』巻第五「都遷」に「此 地の体を見候ふに、左青竜・右白虎・前朱雀・後玄武、四神相応の地なり。尤も帝都を定むるに足れり あるよう 、 道 理論に基づいて選定されたことは明白であるが、川端も『平家物語』を精読していた以上、 『古都』を書く あたって当然こういったことは意識していたであろう。
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16） 「古都を書き終えて」 （上 朝日新聞
　
昭和三十七年一月二十九日付
（
17） 「哀愁」川端康成全集第十三巻
（
18） 注（
17）に同じ
（
19） 注（
17）に同じ
（
20） 「美の存在と発見
　
昭和四十四年五月十六日
　
ハワイ大学ヒロ分校公開講義
（
21） 注（
2）に同じ
（
22） 注（
2）に同じ
（
23） 注（
2）に同じ
（
24） 川端は、浅野喜市氏のことを「京に生まれ京に生きる写真家」と称している。小説『古都』の場面を辿った浅野氏の写真集『古都の譜』昭和三十九年九月五日
　
悠々洞発行
（
25） 北條誠「川端先生のメモ係り」
　
新潮
　
昭和三十六年
　
十一月号
